
平成２０年（2008）11月〈１２〉

　市国際交流協議会は、市民の皆さんと高梁学園に在
学する留学生（中国・韓国・台湾・カンボジア）との交
流を深めるため、ふるさと歴史探訪を行います。
　ぜひご参加ください。

日　　時：１２月６日�
　　　　　午前８時３０分～午後５時３０分（終了予定）
集合場所：市役所本庁前
内　　容：ふるさと歴史探訪
　　　　　（備中松山城、頼久寺、吹屋ふるさと村ほか）
　　　　　※昼食は準備します。
参 加 費：５００円
　　　　　※会員と中学生以下は無料。
申し込み：１２月１日�までに同協議会事務局へご連絡
　　　　　ください。
　　　　　※市ホームページからも申し込みできます

　ので、ご利用ください。
定　　員：２０人（先着順）
■問い合わせ・申し込み
　同協議会事務局（企画課内��０２０８）

第２回 異文化交流フェスタ２００８
留学生と交流を深めませんか

市
長
表
彰

　
　

月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
健
康

１１
福
祉
の
つ
ど
い
」
で
、
民
生
委
員
児

童
委
員
を　

年
以
上
務
め
ら
れ
た
、

１２

次
の
２
人
に
市
長
表
彰
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

福
瀧
登
喜
恵
さ
ん
�（
巨
瀬
町
）

川
上　

年
枝
さ
ん
�（
川
上
町
七
地
）

参加者募集

◆
各
部
門
の
入
選
と
作
品
名 
　
　

　
（
敬
称
略
）

▽
詩
…
前
田
実
紅（
岡
山
市
・
市
内
通
学
者
）

＝「
親
」▽
短
歌
…
前
原
敏（
本
町
）＝「
ひ
と

山
越
ゆ
る
」▽
俳
句
…
柳
井
明
好（
成
羽
町

成
羽
）＝「
新
涼
の
風
」▽
川
柳
…
河
原
智
恵

　

第
４
回
高
梁
市
文
学
選
奨
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。
６
部
門　

点
の
中
か
ら
、

５６

入
選
５
点
と
佳
作　

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１０

　

入
賞
作
品
は
、
本
年
度
中
に
小
冊
子
「
高

梁
の
文
学
」
と
し
て
発
刊
し
、
童
謡
作
詞
部

門
の
入
選
作
品
は
、
曲
を
付
け
て
来
年
度
の

童
謡
ま
つ
り
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

高
梁
市
文
学
選
奨

第４回 入
賞
者
決
ま
る

※
小
説
・
随
筆
等
部
門
の

入
選
は
該
当
者
な
し

前田実紅さん�

《 詩 》

（
有
漢
町
有
漢
）＝「 
媼 
の
独
り
言
」▽
童
謡

お
う
な

作
詞
…
田
辺
幹
恵（
東
町
）＝「
手
を
つ
な
ご

う
」

◆
各
部
門
の
佳
作 

（
敬
称
略
）

▽
小
説
・
随
筆
等
…
大
平
隆
祥（
高
倉
町
田

井
）▽
詩
…
角
瀬
君
子（
中
井
町
西
方
）▽
短

歌
…〈
一
席
〉赤
木
加
多
代（
成
羽
町
長
地
）、

〈
二
席
〉河
原
智
恵（
有
漢
町
有
漢
）、〈
三
席
〉

前
原
美
智
恵（
本
町
）▽
俳
句
…〈
一
席
〉塩

田
弘
子（
栄
町
）、〈
二
席
〉三
村
節
子（
伊
賀

町
）▽
川
柳
…〈
一
席
〉角
瀬
君
子（
中
井
町

西
方
）、〈
二
席
〉湯
浅
み
わ（
有
漢
町
上
有

漢
）▽
童
謡
作
詞
…
西
村
毅（
中
井
町
西
方
）

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
�

�
９
０
８
３
）

入
選
の
皆
さ
ん

前原 敏さん�

《 短歌 》

柳井明好さん�

《 俳句 》

河原智恵さん�

《 川柳 》

田辺幹恵さん�

《 童謡作詞 》



平成２０年（2008）11月〈１３〉

　
　

月　

日
付
で
市
消
防
団
長
に
、

１０

１４

新
し
く
丹
治
勇
さ
ん
�（
川
上
町
七

地
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

丹
治
団
長
は
昭
和　

年
に
旧
川
上

４９

町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
平
成　

年
１０

１
月
か
ら
合
併
前
の
平
成　

年
９
月

１６

ま
で
は
団
長
、
ま
た
合
併
後
は
市
消

防
団
副
団
長
を
務
め
ら
れ
、
昨
年
は

藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
予
防
の
啓
発
と
地
域
ぐ
る
み

の
防
災
体
制
確
立
に
意
欲
を
燃
や
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

市消防団長

丹治 勇さん

新
し
く
市
消
防
団
長
に

丹
治
さ
ん

新
し
く
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
導
入

　

市
消
防
署
は
、
新
た
に
「
災
害
対

応
特
殊
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

（
Ⅱ
型
）」
を
導
入
し
ま
し
た
。
化
学

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
水
で
は
消

火
が
難
し
い
油
の
火
災
、
特
に
工
場

な
ど
の
危
険
な
火
災
現
場
で
活
躍
す

る
車
両
で
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和　

年
導
入
の
化
学

６３

車
が
老
朽
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

（
Ⅱ
型
）は
、
総
排
気
量
６
４
０
３
㏄

の
四
輪
駆
動
車
。
１
５
０
０
�
の
水

と
５
０
０
�
の
薬
剤
が
搭
載
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
最
新
技
術
の
装
備
で
、
圧

縮
空
気
泡
消
火
シ
ス
テ
ム
は
少
量
の

水
で
消
火
泡
を
作
り
消
火
し
、
従
来

の
３
倍
か
ら　

倍
の
発
泡
能
力
が
あ

２０

り
ま
す
。

　

化
学
火
災
だ
け
で
な
く
、
建
物
火

災
で
も
安
全
で
効
率
的
な
消
火
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
�
�
０
２
１
４
）

　

９
月
に
筝
曲
で
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ

た
、
二
代 

米
川
文
子
さ
ん
�
＝
本

名
・
操
（
東
京
都
大
田
区
）。

　

後
に
養
母
と
な
る
叔
母
の
故
初
代

米
川
文
子
さ
ん
（
人
間
国
宝
、
本
市
・

名
誉
市
民
）に
、　

歳
で
入
門
さ
れ

１３

ま
し
た
。　

　

以
来
、
芸
の
道
に
励
ま
れ
る
と
と

も
に
、古
典
芸
能
振
興
に
努
め
ら
れ
、

平
成
６
年
紫
綬
褒
章
受
章
、
平
成　
１１

年
に
二
代 

米
川
文
子
を
襲
名
さ
れ
、

翌　

年
に
は
勲
四
等
宝
冠
章
を
受

１２
章
。
こ
の
年
、
本
市
で
「
二
代 

米
川

文
子
襲
名
記
念
演
奏
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成　

年
か
ら
は
日
本
三

１５

曲
協
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
人
間
国

宝
の
認
定
を
機
に
さ
ら
な
る
精
進
を

誓
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
吉
備
国
際
大
学
、
順
正
短

期
大
学
、
順
正
高
等
看
護
専
門
学
校

を
運
営
す
る
高
梁
学
園
理
事
長
・
総

長
の
加
計
美
也
子
さ
ん
�
。

　

時
代
に
即
応
し
た
新
し
い
学
問
分

野
と
教
育
内
容
の
整
備
に
取
り
組
ま

れ
、
平
成
２
年
公
私
協
力
方
式
で
開

学
し
た
吉
備
国
際
大
学
を
単
科
大
学

か
ら
総
合
大
学
へ
と
発
展
さ
せ
る
な

ど
、
私
学
振
興
に
多
大
な
功
績
を
挙

げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

父
で
あ
る
故
加
計
勉
氏（
本
市
・
名

誉
市
民
）の「
学
生
一
人
ひ
と
り
の
持

つ
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
引

き
伸
ば
し
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を

養
成
す
る
」
の
建
学
の
理
念
を
引
き

継
が
れ
な
が
ら
、
地
域
性
の
あ
る
教

育
で
、
高
梁
だ
か
ら
で
き
る
、
こ
こ

に
来
な
い
と
学
べ
な
い
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
の
教
育
を
目
指
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

高梁学園理事長・総長

加計 美也子さん

私
学
教
育
に
尽
力

〜
高
梁
だ
か
ら
で
き
る
教
育
を
〜

二代

米川 文子さん

さ
ら
な
る
伝
統
芸
能
の
振
興
を

〜
初
代
の
魂
を
継
ぐ
〜

秋の褒章
�藍綬褒章に加計美也子さん�

人間国宝に認定
�筝曲　二代 米川文子さん�

おめでとうございます


